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金属材料技術研究所
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金属材料技術研究所の現況

　　　　　　1．概　　　況

　わが国経済の高度成長は，工業水準の高度化で

ありましたが，十数年前にわが国経済が戦前の力

をとりもどしはじめた当時の金属材料技術に関し

ては，諸外国のそれに鮫べて必ずしも優れたもの

と言えませんでした。このような事清のもとで，

わが国の金属材料の品質改善を行たう国立研究機

関として，金属材料技術研究所は1」召和31年7月に

設立されました。その後，人員，施設および設飾

の拡充強化をすすめ，1．1召和38年に至って当初に予

定された整倣計画の大半を完成しました。

　本研究所は，理在，わが国における金属材料技

術の総合的研究機関として投入された予算約72億

円，職貝472人，建屋而横約45，000m2の規模をも

つこととなりました。研究の基本方針を（1）国家

事業としてとりあげなけれぱならないプロジェク

ト研究，（2）金属の重要な基本的性質に関する基

礎研究，（3）工業水準の向上に伴う材料の品質改

善と新材料の開発，（4）特に航空宇宙工業，原子

力工業および電子エ業等の技術に必要とされる材

料の開発，（5）相当規模の設術を要し，国でなけ

れぱ実施し得ない高度の材料試験等の実施にお

き，金属材料の生産過程につい一て一貫した研究を

行なってきました。

　とくに，研究施設設嚇の充実したのちの本研究

所においては，各部門で活発な活動がつづけられ

ており，これまでに数多くの研究成果を得ており

ます。金材技研ニュース（本号より材技研ニュー

スを改称）も，発刊されてから3匝巻／00号を皆さ

んにお送りすることになりましたので，当所の現

況と，とくに最近充実しつつある材料試験部の整

術状況を特集しました。
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　　　　　2一研究活動
　金属物理研究部は，金属材料の物理胸，機械

的諦性質を，基礎腕な閥体物理の立物から研究し

ているo

　磁性湖映およぴ超伝導湖映の研究においてはそ

の塞本的佳質，エピタクシャル成長などをとりあ

げ，電予銃をもつ趨高奥空蒸潜装糧，マイク艀ウ

ェープ装雌，20トン大型電磁石，極低淑装磁など

を駆使した新技術をもって研究を進めているが，

とくに最近は樫低服比熱を汲淀することにより趨

伝導転移、点と結凧嚇造，電子椛造の闘述をも調べ

ている。

　童た鉄の機微1杓性質を調べるために，十分にコ

ソトロールされた蚤の燦索，窒索，酸素などの不

純物元索を禽む鉄の単結晶および多結晶を使周

し，その鱗伏，加工吸化，破壊などを、辻りや双

1羅1による塑性変形という基礎的立場から研究して

いる。さらに鉄合金についても，鉄基二元禽金の

単締1跳または粗大繍1掃I粒を成長させ、その蘭溶体

硬化・柵1士版化等の硬化機燃を，添加元索を系統

的に変えて統一的な兇地から調べているo

　なお，鉄の物理的、機械的性質におよぽす浸入

型元素の役割の重大さにかんがみ，商圧下におけ

るこれら元素の拡敵の様子を調べ，その機構を弾

性論的，電予論的に解閥していく研究に着手した。

　以上の閥魍を，さらに微視的な立場から研究

し，より腹按約憐報を得るために，透過電子顕微

鏡による突物薄膜の随接襯察法を広範鰯に採」羽し

ているが，500kV超商圧電子顕徴鏡により，電顕

中での引張，加熱，冷却等を行たい，膜厚が薄く

なると，バルクの材料と災る挙動を示す現象に主

力を鮒いて実験を行なっている。

　さらにこの部では，物理分析の所内サーピスと

ともに物理1貝淀法の開発研究をも行なっている。

　金属化学研究部は，金属材料の化学1杓諦現象

を基礎的に解明していくことと，各種の金鰯材料

の分析法を確立することを研究の冒的とし，同時

に所内の研究用試料を化学分析している。

　まず、多原予棚金属の製遼，精蜘こ必要となる

焚礎資率斗を縛るために，その化禽物の遼允機継の

研究を行なっている。すなわち，低級ハ寝ゲソ化

含物の存在とその熱力学的性質の調査，溶融塩中

におけるその締禽状態の解閉を行ない上記ハロゲ

ソ化物について水素または租解遺元機桃の研究を

すすめている。つぎに各櫛溶媒巾の溶質金鰯の結

含状態の研究を，現在主として有機溶媒について

桃造解析および原予閉締合状態の究閉からすす

め，溶媒オ舳二1，腐食防食，微避分析方卿への有力

な基礎資料を提供している。また鉄鍋の脱酸反応

機構を醐らかにするため反応生成物の縞倉状態，

構造響をしらべるとともに非金属介在物の状態分

析法を確立する基礎的研究を行なっている。

　一方，金属の酸化機雛を明らかにするため金鰯

表而の酸化物の発生と発達の状態を電予顕微鏡ま

たは電子同折法等により緒1界1学灼に遭求し，また

酸化速度に一及ぽす諸困予の膨辮を調査している。

　分析法の研究では，従来の湿式法に加えて最新

の機榊こよる質掻分析，分光分析，放射化分析，

X線蛍光分析または赤外吸収等により従来の分析

法で嗣難な締合状態または共存元素の影辮下に二あ

るものの分析法および微最分析の感度と糖度の肉

上をもたらす分析法の碓立をはかって研究をすす

めている。研究水準の高度化とともに分析側に微

最の不純物の分析精度をきびしく要求され，また

含有ガス成分の結合状態による影響が閉魑となっ

てきた。従って現在，微最分析の感度と精度の肉

上，適確なガス分析法の確立およびこれらの迅速

化が緊急かつ重要な諜魎とたっている。

　製錬研究部は，わが鰯内外の資源に沿って鉱

石から金属を製錬する諦］二程の基礎的ならびに技

術的研究を行なっているo

　鉄製錬の研究では，わが1謂の鉄資源はほとんど

海外原料に依存し，また商炉の生産性とそのコス

ト等の有利性に一製鉄豚料の班前処理の皿要性が非

常に大きい点から，遼元ペレットの製造．禺内資

源をも含む未利用鉄源の閉発利用のための鉱物処

理の研究を行なっている〇一方、将来の製鉄披術

の上では，予鮒迷元原料を朋いる新製銑技術の1粥

発に重点をおき，粉鉱，徴粉鉱の腹接遼元絞術の

確立のため，流鋤胴遼元，楡送遠元，さらに製鉄

過程への放射化分析の適用箏の研究をすすめてい

る。現在、広く行なわれている酸素娯鋼法につい

て新しい型犬の繊素1火辛I1丘炉を閉テ遣し，その狼礎反



応の解明および計測技術の開発を行なっている。

また製鋼過程の解析に必要た淋融鉄合金および溶

融スラグの物理化学的性質の解明をすすめている

ほカ㍉真空溶解の際の講反応についても詳細に検

討しているo

　非鉄製錬の研究では，まず従来おもに大気圧で

行なっている製錬過程に，さらに加圧の条件を加

えて，NiO，Ge02の水索逃元を試みカl1圧理錬の

効果を研究している。またアルミニウムの直接製

錬では炭素遠元により粗合金を理造し，つづいて

純アルミニウムの杣出を行なったoさらに融体の

維造の問魎に関迦しては，溶融塩の電導度の測定

を行なっている。硫駿津のような製錬残津の活用

については，塊在各種含砒化鉱の砒素の優先酸化

の反応速度，熱的性状等を種々の方法で解明して

いる。また鋼製錬では転炉の造鍍期の反応状態や

撹粋効果，マット，鍍中に溶解している硫黄や酸

素の活量測定等の基礎研究をすすめている。

　鉄鋼材料研究部は，関係研究部と協力し次の

各部門の研究を行たっている。

　まず非金属介在物に閑する研究では，圧延比と

圧延油．し度を変えた場合の各種介在物の変形挙動を

基礎的に追求し，またステソレス鋼とリムド鋼中

の介在物をX線マイクロアナライザーや杣出残溢

のX線回折法などで同定し，破面の電顕観察を行

ない，介在物の種類，大きさ，量，形状等と鋼の

疲労や引張性質との闘係を検討している・

　独力鋼の研究では析出硬化型推造用鋼と溶接構

造用高張力鋼について，硬化機構を解明するため

に電顕による実物薄」膜の直接観察を行なって種々

の金属問化合物と炭化物の析出過程を求め，徴細

組繊と物理的，機械的性質との関迦性を調べて，

開発に必要な基礎的資料を得ようとしているo

　ロケットおよぴジェットエソジソ用材料の性能

向上の研究ではで1，000．Cで強力なNi基新合金

を開発し，わが国とイギリスでの特許を得ている。

また高融、1点金属としてMoやWを耐熱合金で鋳

包み加］二被被する新方法を試み、大気」1い1，000～

1，200．Cの高温度で完全に耐酸化性にして高応力

下での使用に成功している。また，W－Re系の鍛

仲材料について椰々の1舳Iし特性を検討しているO

　超高圧力下の鋼の相変態に関する研究では圧力

と温度との組合せによる処理を行なった際の相変

化についてFe－C系での兆木的検討をほぽ終えて

合金鋼に対する研究を姶めている・高速度エネル

ギー加工の研究は，これまで数年問行なってきた

衝撃抑出しに液圧効果を加味した加工法の開発に

着手している。

　原子力関係では高速炉用ステソレス鋼の性能向

上に1刈する研究として，オーステナイト系ステソ

レス鋼の炭化物の挙動と材質との閑係を求めてい

る。また鋼1・1」の含有元素，特にSの偏析と払故と

を，放射性同位元素を用いて検討している。

　非鉄金属材料研究部は，現在広く実用されて

いる銅やアルミニウム合金などの一般的な非鉄材

料について最近の金属学の立場より基礎的に検討

するほか，近年工業的に発展しつつある新金属に

ついて基礎と剛寺に用途に直結した開発研究を行

たつている。

　軽量ジェツトェソジソにチタソ合金（Ti－8％A1

－4％C0，当所所有特許）を適用するため，設計デ

ータを完嚇するとともに熱処理性と関連して組織

の安定性と機械的性質の向上をはかっている。

　原子炉材料として重要なジルコニウム令金（ジ

ルカロイ）の高概強さに対する微量添加元素の効

果をしらべ，性能向上をはかっている。

　写真は電子顕微鏡によりCu－Hf合金の薄膜を

直接観察したもので，強化に役立つ析出粒子が転

位網の上に出る様子が見られる。また強力銅合金

やニッケル合金の基本である析出現象を検討して

いるo

　アルミニウム合金やマグネシウム合金について

は強さの向上に大きた効果を示す時効硬化につい

て研究をすすめている。

　高汎強さの改善に最も効果的である粒子分故独

化型合金については分敵粒子の大きさ，分散状況
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などと高瀦強さとの闘迦について裟礎的検討を行

なつているo

　新金胴であるニオプ，タソタルたどの体心立方

I概の金属については蔽接強化に役立つ炭素やホウ

素の効果と脆化を起す水．素の挙動を調ぺている。

　希有金楓についてはイソジウムたどの1■晶I1位の向

」二をはかり狼礎賞料を求めているo

　特殊金属材料研究部は，特殊目舳こ対する特

殊材料の開発ならびに特殊方法の適用による特殊

技術の開発を担当している。前者の課魎には原子

炉椛造材料と宇舳鋼発用超耐熱材料の研究が，後

者の課魎にはラジオアイソドープの金属材料研究

への応用と，特殊製錬法の闘発が属するo

　原子炉用傘屈材料の研究は，ベリリウムの脆性

の本質を錐礎1灼に解閉し，加］二性と機械的性質と

の闘係を追求しているoこの研究は，当蘭の豚子

炉崩継池材料の性能向上よりもむしろ，ベリリウ

ムめ如ぐ．将来性の予測される材料に焦点が灘かれ

スいるo電予ビーム溶解したモリプデソ等商融点

金属についても同様の見地から，加工の基礎資料

を得る研究が行なわれている。また各種酸化物に

おける格予欠脇の生成・消減の斑予スピソ共，鳴法

による詳細た解析も，放射線損傷との闘連におい

て行なわれている。特殊製錬法の開発はトリウム

を含む希土類鉱石の処理法，有機溶媒洲」＝1法たら

びに融解塩電解による採取法について，主として

各過程の反応機推のNMR法，赤外吸収スペクト

ル法，電気化学法，ラジオアイソトープ法などの

手法による解析が逃んでいるoラジオアイソトー

プの利用は，一般的トレーサー利用の他に，閑係

研究都と協力して鍋・ll1非金属介在物の研究の一環

として，ラジオアイソトープを用いオートラジオ

グラフ法による解析が試みられ，童た化学分析の

1眼界を越えた超碕純度金楓の納製過程の遣跡と残

留徴鐙不純物の定鐙を行たう試みが，鉄について

放州…i三炭素を用いて行たわれている。超耐熱材料

の研究は，脳状椴造をとる単体ならびに化合物の

含成，金鰯化合物繊維を用いる綾合耐熱材料の開

発を，それらの基礎物性の究明と並行して行たっ

ているo

　電気磁気材料研究部は，わが国の電気磁気

材料の性能向上と鯉造汝の改萩、笹予二1二薬州の新

しい材料の闘発に㈱する研究を担当している。

　研究の分蜥を大洲すると，（1）主として金賦，介

金を州いる計測材来斗，磁性材料の研究　ω半導体

材料の研究　（3臓純度金属の研究に分けられる。

　ωの分野では，弾性材料，接点材料の研究，碓

着による磁性湖峡の研究，微粉末磁石の鯉遣の

研究などがとりあげられているo12〕の分蜥では，

新しい金属閥化青物および禽金半導体の開発，遷

移金繍の酸化物，珪化物の蜘雌的研究とその応用

の研究を行なっている。（3）の分野では帯溶融精蚊

による高純度鉄や高純度の商撒点金賦（ニオブ，

タソタル，そリプデソ，タソグステソなど）の製

造とその性質に閑する研究を行なっている。その

他には，金胴物理研究梛および二r二業化研究淋と脇

力して，超術導マグネット」T1材料の㈱発と禺産化

の研究をすすめて：おり，その一つの成果として趨

電導性能のすぐれたVヨGaの新しい鯉造法に成功

した。

　以、ヒの研究を通じて，願並の研究機闘としての

使命にかんカミみ，商純度の原料を用いて標準的な

材料の性能を系統的に醐らかにすること，襟雌的

な試験法を碓立することに特に留意しているo

　また，所内の研究に対するサーピス薬務として

特殊溶解班があり，電子ピーム溶解，雑溶鰍精製

たど，特殊で精密な技術を必婆とする溶解，精製

の作莱を担当しているO

　製造冶金研究部は，冶金技術の向．ヒ並びに新

しい製造披術の閉発に闘述する研究を担当してい

るoその研究分蜥を大別すると，ω鋼質の改善に

閥する研究　12嚇造技術の閉発に閑する研究　（3）

粉末冶金の製造技術に闘する研究に分けられる。

　（王）の分野では鍋塊凝固と介在物について爽験1…1勺

考察をすすめるとともに，快門雌介在物の生成と

その鍋材におよぽす膨稗の研究，鋼1・いの合金元

素，徴掻不純物および鋼材の鯉造履雌が渉淡およ

び窒fヒ特性におよぽす膨榊，概低炭索マルテソサ

イト鋼の1時効処理および令金二U＝』鍋の加工熱処理

による趨強力鋼の闘発研究，爽用鋼材についての

各種熱処理変態舳線に閥する研究等を闘連する他

の研究郷と緊僧た脇力の｛）とに行たっている。12〕

の分野ではキュポラ原料としての半遼元鉱の利周

に1刈づ一る秘チプ芒，　・トニ、ポラ芋染災グ）＝iソピュータ｝。
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コソトロールのための基礎的な研究，溶銑の雰囲

気処理によるi1一り」鋳飲理辿に1；｛一する閉飛研究およ

び新しいダイカスト技術を」州発するための研究を

行なっている。㈹の分町では1咀1脇法による金楓粉

末の理逃法とこれによって逃った粉末の物］型的性

質との関係を解明するための研究，焼紬技術の改

良および粉末圧延法の技術開発に関する研究等を

すすめている。

　　j　　　　　〔

　　　　　　　　　　　　　　　の商速2担杉ヒ妻変J彦と

一翻　訓　　　脆性破壊の1蜥を

灘　　竺ご三二㍗

池」

材料強度研究部は，急速に発達する金属材料

の各櫛用途の開発に伴なう新しい苛酷な使用条件

に対応し，それらに迦応した機械的性質を追求し，

かくして得られた研究結果をもとにして更に新し

い材料および用途の開発に効果的な指針を与える

ことを目襟として次のような研究を行ない，また

所内の依頼により強度試験などを行なっている。

　純金属中の微量不純物が機械111勺諸性質に及ぽす

影響について微小振巾内舳撃擦，高速衝撃などに

よって解析を行たっているoまた高静水圧中にお

ける金属の性質について研究している。

　構造用鋼の表而をねじりオースフォーミソグな

どの加工により強化せしめ疲れ強さの向上を目指

しているoまた常渦ならびに高汎における疲れ，

腐食疲れおよび熱疲れ破損の機枇を，X線その他

による応力測定，疲れき裂の逃展の測定などによ

って研究しているo

　オーステナイト鋼およびこれにB，Mo，P，Tiな

どの各極元素を添加した材料を用いて熱処理，試

験片の形状が商汎のクリープ破断独さ，疲れ独さ

等の＾汎独度をカ配する機枇を追求しているO

　金」1鶉材料の欠附の状態を超音波及び電磁誘導法

により常温及び高淑に於て定量的に求め，さらに

その納果と実川的性τ工との閑係を追求しているo

7》

18Cr－12Ni－0．3C鋼を1，250℃から1，060℃へ

炉冷し4崎i舳Wして水冷した組繊で，粗大で不舳則な

次化物の粒界帆u．いこより600．C，1，OOOhrクリーブ破蜴〒

強さが応力で50％も上昇した。　×320×4！5

　腐食防食研究部は，金属材料の使用典境中に

おける腐食現象の機構を明らかにし，それにより

用途に適した材＊斗あるいは防食法を遼ぶことを目

的とLている。

　現在とりあげている趣目のうちでも最も力を入

れているのは原子炉材料の腐食の研究で，この分

野での当所の研究は比較的近い将来に実用される

動力炉として水冷炉とガス冷却炉とを目標にして

いるoまづ水冷炉用材料としてはステソレス鋼お

よびジルコニウム合金の高温流水および水蒸気中

腐食に及ぼす成分，組織および溶接などの影響に

ついてしらべるほか，ステ：■レス鋼の応力腐食割

一れについて高温純水中での割れの機構が，高濃度

塩化物溶液中でのそれとどこが異るかを知ること

にっとめながら，皇11」れにくい鋼種を求めてある程

度の成果を得た。またガス冷却炉用材料としては

500．C以上の使用温度で熱中性子の吸収すくたく

安価で耐酸化性の良いものを目的としてアルミニ

ウムを添加した鉄基合金の開発を行ない，すでに

市販の耐酸化性ニッケル合金よりよいものを得て

いるO
　原子炉材料以外の一般材料の研究としては，ア

ルミニウムの腐食におよぽす水11ト1溶存イオソ稲の

膨絆とプロパソガス1－1・1での鋼の水素脆化の1；；」魍を

とりあげているが，前老はアルミニウムの孔食防

止を，また後者は水索脆化をおこしにくい材料を

求めることを1］標にしているoまた水腐食防止の

有力な一手段である陰極防食法については鋼の酸

5一



性域における防食条件について検討することによ

って，その腐食機構を明らかにしようとLている。

　そのほかの重要な研究分蛆としては表而処理に

よる防食の研究としてアルミニウムの陽板処理の

際おこる刷郁腐食と塗共した鋼の下地処理がその

大気腐食に及ぽす影絆をとりあげているが，前者

は高淋処理を可能とし、童た後者は屋外椛造物の

f呆守を容易にするため役立つものである。

　溶接研究部は，溶接冶金学の碓立と新して溶

接法の1淵発を〔拐！1に活動を統けている。溶接冶金

学では，溶接特有な急熱急冷の汎度状態下におけ

る材料の挙動一溶接金属の溶融，凝固の過程，

母材熱影絆梛の性質など一を物理的，化学的に

追求して，材料の開発，溶接施工法の選定，継手

性能の評伽などに一質しているO他方，材料と機器

を対象に，溶接の能率化，1，I1質向上オ｛よび特殊な

溶接法の開発実用化の研究を行なっている。

　融接の研究では，各種構造用綱の溶接用CCT

図のf乍成，構造用鋼，ステソレス鋼の溶接割れの

研究，各種アーク溶接熱サイクルの解析，片而溶

接の適正条件の設定などによって溶接用鋼材の開

発とアーク溶接施工法の碓立に寄与している。ま

た，鉄鋼，腐食防食，工業化の各研究部と脇力し

て溶接構造用商張力鋼の試作研究について，溶接

性試験と耐硫化物割れについて分担研究を行な

い，さらに，原子炉用各種継手の溶接と高温性能

について試験を実施している。

　圧接の研究では，活性金属の抵揃容接、可変雰

囲気，真空溶接，高周波溶接などの研究および異

種金属の固相接合法の開発を行なっている。とく

に電子ビーム溶接の開発実用化，低真空電子ピー

ム溶接の検討が長年にわたって行なわれている。

　ろう材の研究ではチタソ，ステソレス鋼，耐熱

合金などの耐熱材料用ろう材の開発を行なってお

り，リチウム入りろう材の製造法と雰囲気ろう接

法の適」Tl，また，溶按金胴のガス吸』1又の川］魍を化

学冶金的立場から基礎研究している。

　また，新しい熱源利用による特殊溶接法の開発

研究を行なっており，プラズマ法の溶射およぴ溶

接への応用，エレクトロスラグ溶接，駆動アーク溶

接，摩擦圧接などの開発実用化をすすめている。

　工業化研究部は，柵来の新しい小産技術の1州

発を目的とした重要課醐こついての工業化試験研

究，あるいは他の都で突施された基礎研究の成果

を実用化するための研究の実施を主要な業務とし

ているo

　したがって当舳士，鉄鋼材料およぴ非鉄金胴材

料のそれぞれの分蛆の二r二莱化に閑する研究を行な

うとともに他の郁との共同研究の立案および実施

についての郁内調整と溶解，鍛圧，熱処理榊■11の

施設，設州1の衡双と運営を行なっているO

　現在実施1－1－1の新しいプロジコ・クト研究の主なも

のは次の二つである。一つは，原料から鋼材をつ

くりト1’1すまでの理造工程をおのおのワソライソー一

ワソパスで行ない，迦続的にまた1…励化してつく

り出そうとする研究であって，すなわち，流動し

ている溶銑を述続的に酸素吹精して鋼とする迦統

製鋼法（写真）や，さらにヘイゼレット式迦続鋳

造方式により鋼の薄肉シートパーを一挙に得よう

とする技術の開発である。また，非鉄部と協力し

てチタソ令金の突角化に必要な研究も実施してい

るo
　　　　　　　→．・＝
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3。材料試験部
　1．材料言剥験部設置の経過と現状

　中立的な立場で国産の材料の試験を行ない，権

威あるデータを捉供することは，産業の逃歩発展

のために必要であることは西独やスイスで，すで

に100年近くも’前から剛ケの材料試験所カミ設立さ

れ，多くの方法・によって材料のいろいろな特性が

試験．され，しかも最近にいたって大規棋な施設や

設・舳の拡充が行なわれているのをみても酬らかで

ある。

　昭和35年に本研究所で行なった産業界を対象と

した懇談会やアソケートの納果，わが岡における

材料試腋に対する国立機閑の早期設＾’tを則f、■ける

業界の強い要塑、を伺い知ることができた。また一

方業界においては，”仰137年にはクリープ試腕披

術研究組合が設立され1酬’臼産業雀の舖助金によっ

て研究が開始され，翌38年にはクリープセソター

設立準附委員会が設附されるなど，産■薬界の材米11・

試験所設立に対する要望がますます強くなってき

たo

　こうした†■’f勢のもとに木研究所は1■榊■138年の

’夏，材料試鹸所の設立の言！・晒をたて，11榊1139年度

’）予算においてその設立に着手することが認めら

れた。

　材料試験所の淋独としては，

　コ．．　卿准材料について作禰の材料試蛾を行たっ

　　　てデータシートを・rllる。

　2．　受託による材料試腕0

　3．　材料試験法の研究o

を行なうことを□的とし．一方，材

料試験の狽1’■1としてはさしあたり機

似的独さの洲．険として（！〕クリープ試

鹸，（2〕疲れ試蛾，13〕大型試腕片を∫『1

し・る榊1杓試腕，を対象としたO

　これらの業拐を行たうた汐）の施設

設伽について計■1呵をたてた。これを

表1に示す。

　l1榊n39年度の予算において組繊と

しては材料試鹸所準舳室を認めら

れ，一方．施設土セとして材料試鮒仰第

一棟クリープ試験庁舎の一部の処’設

に着手することが認められたqまた蚊地としては

木研究所隣披」’山約5，200平方メートルの二．1二」・山を防

衛庁から移衡をうけたo以来姐設は順調に逃み，

この処物は昭和42年3月に完成し，一方」’1榊1，142年

度の予算案として大蔵省より内示されたところに

よると，紅織としては業務課，クリープ第一試鹸

室およびクリープ節二試1険室の1課2室で，定貝

は45名となったoクリープ試験機もllr仰142年1吏末

には累計810台がおかれることとなったo

　試験業務としてはデータシート作成の仙，42年

庇からクリープの受託訓険も閉姶するo

　材料試験郁の今後の計西としては最近産業界か

らの要望の強い疲れ試鹸の業務に一刻｛）早く祈一手

する考えである。

表1　施1没■没附の幣附．11仙

　　攻　　　　口

材’辛斗言式互険言隻蜥

　クリープ試験言舳i

　皇皮オr」…武旦険1没舳

　大型試験設舳1

　附’五虫；…式駒セ；没舳i

材非『・1…」t！淡施．没

　クリrプ’試蜘j三舎

　抑皮オ1一；試！験灯＝・舎

　ソ（～刊試：験」＝｝三ぐ言

　｛寺列三施1没

　コニ■一」1＝箏務丑1～その他

　　合　　　　111’

数　　ユ■土

1，108台

　74台
　　7台

　　1犬

4，490m干

2，278㎡

4，832㎡

　　1式

金’杣（丁・1’，」」）

　1，802，200

　786．500

　388．000

　464．500

　163．200

1，j32，15ユ

　24圭，673

　133、王74

　305．936

　4］．4，ユ98

　34、．ユ70

2，934，35i



2．材料試．験第一棟（クリープ試験庁舎）

1「家獅匠宅

　吸地形状の峡」係上，図示

のような逃物酉己概としたo

なお，特色は次のとおりで

ある。

　辿物は振助を楓力避ける

ために，三つの独立姐物か

ら成っている。

　ク　リーブ試蟻灸室は，　年閉

を迦して，’垣汎’垣湿の維持

および概度上昇防．止を図る

舳で，空気調推を行なつ

てし・るo

　停電その他の緊急一一1＝故に

そなえて，白家発電設舳を

言貨澄したO

　受変電設怖，白家発電設

舳および空気調禾11設舳は，

次のごとくであるo

1　階

揃ur　．　　　　　　501・二

玄1蛙」小一一几

叩；1

○　　　ユ0　　　20　　　30　　　40m
　　　　L⊥．

2　附

uPI　　　　　．」t峨≒｛　　　．一」、　　！功：

岬≡L

　Pヨ

uP

空；ヨ1■ヨ・1幾械室

クり一7’一．；式．螂…≒｛

（了ξ㌶㍗ヨン）

係
］
・11乍

uρ

クリープ’1；式蜴萸≒｛

　　士シンク’ルIl1一り

変’1匡牢

！．　受変’距設舳

　　特高受電電圧

　　　　　　　　20kV

　　怖r一｛変圧榊容最

　　　　　1，O00kVA　3台

　　i帆1三変圧挑容最

　　　　　　250kVA　6台

　　　　　　300kVA　3台

3　榊 4　附

5　1杵

2．1…1家発’蘭設伽

　　デイーピノレ発冗一幾

　　　　　！，250kVA　2台

3．空気劃■■洲1設舳

　　　ターポ冷凍機

　　　　220冷凍トソ3台

　　空気謝牙11榊　　2台

　　汎水ポイラー　　　1台

、　　、
一一・喧

．〃｝｛■…
’一賦

＾｝。・山1…山＾

、’

酪一、

’曇
・；篶

書 』1≡、

湧、・・．・…一・’’1㍗　　　　一…㌻‘’’　　　　　　｛，

’

茎○
■畢．

主｛

三’1

顯．

’｝　　　　　　　　1。．1　一・・一一．．！■三：㍗j・・r・1

1「易｛発f旺■没伽j
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　3．　クリープ試験設備　　　　　　　　　　　　　　　共2

　ク　リープ影に蜴剣幾は1「フk．＝’1二業ラ現一各｝こ」現シ止

された粘度を一1一・分に洲1犯させた試蛾がで　　　　　1設　舳　の　仕　様

きるように設計され，眼られた室■人jにも

っとも効率よく舳1｝llされており，次の特　　シソグル2干■4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5トソ，〃高800℃
色をもっているn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：…トソ，　」11士Ir一’三800℃

1・洲舳度汕1”七の舳螂1狩と竹」Wこ　1．・トソ，舳・（〕。℃

は十分な配慮がなされており，使用する　　　1．5トソ，破高1，050℃

熱電対’は、純金胴の凝門一1；1；一による定一1－1、一法　　　o・75トソ1最高800℃

でi咬正された楊11那1熱術対と比i1交法により　　　O・75トソ・上舳j1・050℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．75トソ，　最11’｛　1，350℃
舖正されており，そのために柵、肢概準測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチプル型
定室が設けられているO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I2木1■O，　］■■む＝’｛　80ぴC

　2・　試腕滞度の測定は，正碓に，かつ　　特殊～l14

人手をあまり吸したいで迅速に行なうた　　　ツソグル〃，50トソ，＾舳j800℃

めに，征恵の熱冊対と共j血の氷、1、■、一式⊇、』抑．1　　　1杣｛11舳・］・500二一」l1－1州180（〕℃

接一点とをミゼットリレーにより楼続さ　　　リラクセ山ションカ止高800℃

・せ，乍圧f立差三詞．と共サこ，数与＝ヲ、〒圧j’’r三計およ　　　　　　　　　　I言1’

びプリソターの活用をはかったo　　　　　試験片本数（本）

　3、　試鹸機はできるだけに伽潔に，か

つ，統一的に設計され，榊舳1Ilには互換伯．1をもた

せた。

　4．　長11排O試験が多いので，加熱珊気炉は大き

くし，冠力消炊量を少なくした。

　5．　渦〕度＝f刷律口臣こoまシリコソfl；1』律氾窪済ε暑奏『二をf吏」≡日

し一長時問試験における安定性を高めた。

クリープ」示（旦験言安伽“脅仰j．言1・口ii

一各年」坐太．没蜥台数

41

387

　9
171

152

28

27

36

36

423

819

42

669

　26
291

257

　28

　30

　27

　ユO

］06

106

　35

　5

　20

　10

　810

1，976

900

30

4（〕o

370

100

　150
　ユ50

　58
　18

　20
　20

ユ，l08

2，758
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　6・　クリープ仙びの測定はグイヤルゲージ方式

とし，その〔盛，ならびに長針，短針の同転方向

などは統一し，汕■」定しやすいようにし’た。

　7、シソグル型試蛾機は2階に設11廿11するため，ll1

立形とし基底を広くし床への集111・荷重を避け，か

つ，オイルダソパーを使用したo

怖＼．」．

クリープ試験機の！擁肺状況

　洲’一・・工’’

鷹
．1

獲　　　　　・■I・・’　　　　　、・，’
　　　　　一　　　　　■　　　　　一jこ’
　■　．
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4．業務の現状

　1．データシート作成

　国産耐熱材料についてクリープのデータシート

を作成するために，表3に掲げる17鋼椰のうち，

lj召禾1，14！年度は火力発電閑係の材料を1－1・心とした11

鋼櫛について着手し，42年度には化学工業閑係の

材料を小心とした6鋼郁に片手する予定であるo

次いで1榊1143年度Iはガスターピソ1異1係，l1凸和44年

　2．受託試験
　11榊1，142年度よりシソグル型クリープ試験機を使

って，受託クリープ試験業務を開始することにな

つている。

　受託試鹸の受・付は業務課であり，受託試験規程

や一式峨手数料について検討111である。

データシートf’l1成材木1・一け1；榊1141，42iド芯千のもの）

材　　　　　　名■

STB42
SB49
SB56M
ASTM　A387D
STBA12
STBA22
STBA23
STBA24
STBA25
ユCr－1Mo一■V

SUS5（〕1．三

12Cr＿Mo－W－V

火SUS27HTB
火SUS29HTB
火SUS32HTB
SUS32B
HK40

ヨ三 要　　成　　分

O．32％≧C

0．！5～0．30％C

1．3％Mn，0．5％M0

2．25％Cr，1％M0

0．5％M0

1％Cr，0．5％M0

1．25％Cr，0．5％M0

2．25％Cr，！％M0

5％Cr，0．5％Mo

1％Cr，1％Mo，0．25％V

12％Cr

12％Cr，！％Mo，！％W，0．3％V

18％Cr，　8％Ni

18％Cr，10％Ni，Ti

16％Cr，13タ州i，3％Mo

ユ6％Cr，13％Ni，3％Mo

O．4％C，25％Cr，20％Ni

用途とヲr多：伏（mm）

ポイラ・熱■交換榊＝n鮒i葦＝50－8φ×8．0

ポイラ・正E力容搬州垂岡→反，　t≧80

ポイラ・江三力容淋用封馴反，　t≧80

」父工己；字芋甘呈」＝1』垂1瑚一反，　t》60

ポイラ・熱交換洲二日鋼億＝，50．8φ×8．0

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　’’

　　　　　　　　〃

燕気タ’一ピソ川ロータ，”lll」径≧800

燕クtターピソ川ブレード，46口、

　　　　　　　　〃

ポイラ・禦ミ交」奥牒川垂刷僧＝，50．8φ×8．O

　　　　　　　　’1

　　　　　　　　〃

向漏．」羽鋼棒，22φ

改至」工塔用遠心鋳遭管

度は高湘、用非鉄金属閑係の各材料に

ついてクリープ試鹸を行なう計’1↓liで

ある・なお，1瓜子力］二業閑係の材料

については，日木原子力研究所との

共同研究により，高遮⊥■曽殖炉映j係の

材料をとり上げ，試鹸計画を逃めて

1篶ゴ㍗㌫騒1
ビソ1蜥の舳こついてli3舳墜、、

旧」の破断独さを外挿によらず求める

よう計画しているO

？．

．．㌦．

’’■．。
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昭和42年度研究計画
1）

2）

3）

4）

5）

6）

　総合研究

超雛鴻マグネット材料に関する研究

紛鰯材料の荷逃伽二「：に1蝪する研究

ロケット及びジェットエソジソ材料に閥する研究

超商圧による金鰍オー料の休能向、i二に閥する研究

鍋の介花物及び・砂疵に蝪する研究

鍋の不純金属の含有斑に閥する研究

高張力鍋溶接部の硫化水爽審11に関する研究

特殊溶銚炉の繰樂法の雛立に閥する研究

強力鋼に闘する桝究

予備遼元原料を州いる新；熈鉄に閑する研究

　盆属物理研究部

金燭湖膜の格予欠陥と磁｛…1三に閥する研究

酸繁淡繁窒素と鉄の機械的側三獺に閑する1ヨ胱

鉄禽金の禽金艇化に一1掲する研究

趨商圧電顕による絡乎欠陥に1粥する研究

釧翼材料の言1’測に1掲する倣究

鉄一～ii納1雷■，の塑セ1三に幽する研究

　金属イヒ学研究普匿

多原了・伽金燭化禽物の遺元反応の機榊こ閑する研究

．金属材料の商瀦駿化機廿’葦に闘する研究．

商純度金属rl＝1の微競元繁定最法に閥する研究

商濃度綱成禽金の分析榊度肉上に闘する研究

溶媒中の溶質金属原予の繍令状態に1災する研究

　製練研究部

特殊哩鋼淡に1掲’ポる研究

カー旺’一ドの耽式熈錬に1異ける研究

製錬筏涛の活月ヨに1渕する研究

　非鉄金風材料研究部

相舳硬化型鋼及・ニッケル禽金：（閑する研究

粒予分傲強化魏命金に1鈎する研究

崎効杉』アルミェウム合金に閑する研究

エオブ箏の体心立力金滋に脳する倣究

希有金燭の満熈に閑する研究

　特殊金晟材料研究部

牝1ア・ビーム溶解したモljブデソθ）カl1」二1．1榊こ閑する研究

金属酸化物及び互V放半榊本ク）ヰ衿子欠陥に1地する研究

話11虫解塩の狐礎的研究に閑する鮒究

稲・ニヒ郷金鰯箏の雌必に1地する鮒チと

金燭納穆呈に1蝪する桝究

守事刎～繭寸禦…材洲・告こ閑づ一ゐ狐うモ

イ．工岳幾…容妙…一一111川ヰこ閑づLる犯亨ザヒ

7）電気磁気材料研究部

　稚気披触材料に牒1する研究

　1」置柵舳1湖映に1臭jする研究

　倣磁淡微粉來の蜘造と利州に閑する研究

　物理淋蜘こよる碕純度金鰯の蜘造とその伜質に閑する

　鮒究

　金風洲化含物半鄭体の製逃とその性質に閥する研究

　遜移金屈酸化物に闘する破究

8）製造冶金研究部

　ターイカスト製■iIlの炊能声L．1二に閥する研究

　溶解琢螂月気の調彬による強籾鋳鉄の製地に渕する研究

　鋼材の各棚熱処理変蜘111線享こ洲する研究

　金屈粉來の蜘蛙並びに焼系、I伽工に閑する研究

9）材料強魔研究部

　疲労きれつ伝ぽに闘する研究

　鉄穿馴二1の微銚不純物の圭として内部燦擦にi装」する研究

　鏑の機械的強度に及ぽす加コニと熱処理に閑する研究

　金屈の商淋度における非破峻検査法に閥する研究

　繭燃鍋の酬剛糊三と細繊に1共1する鮒究

10）犠食防食研究都

　アルミニウムの腐食におよぼす水中微銑伺屯物に渕す

　　る研究

　アルミニウム材料の陽磁酸化遡私…の碕速化に閑する研

　究

　金属の大気腐食に閑する研究

　1匡気防」食とその．l11洲法に1測する研究

11）溶接研究部

　アーク溶披施二1二法の確立に閥する研究

　jl1三禰金楓の披命に㈱する鮒究

○繭燃材料の溶披に閑する研究

　溶披繍の化学冶金に閑する徽究

　特殊溶按法の閉発に閑する研究

12）工業化研究部

○迦続螂岡披術に闘する弼手究

　j虫勧芒垂なj独一’生弔1；…苧こ映トポる研二先

　オーステナイトステノレス系1flj」’熟穿1榊）側…右旨1‘1j．．［二に閑す

　る研究

　溶銑ρ）処理法に閑する研究

13）材斜試験部

　クリーフ惰式膨ミデータσ）珂字｛好毛こi瑠一ダる孤チ3セ

　披れ言式験汝に1異！する研究

　　（（1）酬．丈特舳〃ヒ1
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構

所長　　理博 橋’本字一

科学研究官　　二［樽岩村顎郎 所　イ寸（｛井）

菅理都

　廠

　企
　技

癌

酎

繭

術

金鰯物理研究郭

螺

螺

螂

螺

金腐物理鰯1研窮霊
金凧物；璽聾；2囲〒皇宅…聾

壷照物理鰯3研寛裏

金屈物理第4研究窒

物　理　鼻　析　塑

金癒童イヒ掌項冴多己音華

　金挿…イヒ学賃写1　扇干葺宅重童

　金篇化学第2既究童

　金罵化寧獺3囲・究童

　化　挙　分　析　室

製鍍珊究部

　　製鉄瞭料研究整
　　顯　鋏　研　究　壺

　　銚　鋼　研　究　蓮

　　乾式製鋏研究室
　　糧武製鎌研究室

鉄鋼材料研究部

鉄　鋼　研　究　塞

糟残鰭　研究重
鯨熱合金研究重
鋼　質　研　究　竃

非鉄金属材料研究都

　葬鉄傘握第十研究整

　．葬鉄金照蠕2研究室

　葬銭金属第3研究童

　軽　金　属　研　究　駐

　誘有金腰研究墾

特殊金属材料研究部

　腰手炉掘造材料研究霊

　　特弱≡冶　金　研　究　窺

　　アイソトープ利m棚究壷

　　遇謝・触用材料嚇雪是箆

欄囲　燕夫

丹治　量窮

碗城　」斑人

薔村　　砦

阿部　圭至

（縦）コ＝樽　奉囲　成康

　　　　t火．比大教顯〕

　　i里1専　古畠磐　　　宏

　　王里｛韓　奉蛮　　i竈苦

　　コニ樽吉田　秀霧

　（併）工樽籏囲　広志

　　　　く大販大投拡〕

　　　　　出奉　　巌

理博　梛厩　　正

工鱒　ハ1瀬　　晃

　　　鵬石鰯子

　煙樽須藏憩薬手

　　　僕野　覧久

鰹樽　柳幡　暫夫

　工働犬場　　棄

　工縛　田中　　稔

　二〇専　瑠珪盲1　亘子苗茎

　工樽，煕沢寿11夫

　工減　矯瑠ヨ満太螂

（1搾）コ＝華華　荒木三姦

　　　（束大教振）

　工簿　鈴末　正敏

　　　金脂　正雌

　工博依困連平
　工樽　内山　　郊

工簿　木村啓遭

工樽　渡辺斑治

工鱒　陵々木蜻努

工樽酬喬悩之助

　　松魔　　茂

（僻）木村　啓適

理樽　坂田展雄

工1尊　諜谷　和男

コ＝｛萌　　言可寺寸　　弄o碓

コニ1師i荊禍鰯’

工博　渡辺　　溜

工博橘口隆畜（東大教綬）
工博　屋立　正雄（京大教授）

電気磁気材料■研究部

　　｛竈賓螂接責一専｛料賃舌一一研雪害蓄三

　　麓気魑寅拷料鱒2研究璽

　　i高純、艇金臓研究塞

　　壷皇概距］｛ヒ合物荷再穿彗董≡

　　金隅　蜀生｛ヒ『勤萄町雰害≡童

製造冶金研究部

　　鏑　進　研　究　窒
　　カロ　コニ　；台　金　画旺　穿記　…置

　　熱処灘研究墾
　　享免　末　；告　金　圃干；宅　董…

材料強度研究部

　　瀞的強さ研究窒

　　動的強さ研究室
　　非磁糠校擬研究璽

　　萬温強さ研究窒
　　疲　労　賦　餓　…童

腐食瞳方食苓肝多己菩鼻

　湿　食　研　究　整
　　乾　愈　研　究　室

　　薮面処…理研究童
　　雁五　食　言十　≡則　　再研　究　重…

…容圭萎萄肝多己剖三

　　融　綾　研　究　壁

　　圧　綾　研　究　塞

　　ろう艘研究：……
　　1考　垂茱　≡審　｛妾　競　童宅　…霊

工業化研究都

　総　　　　播　　　　箆

　ユ：難化窮工研究簑
　二〔翼…｛ヒ；悟巴蜀｝童宅窒…

材料試験部

　錐　　　務　　　醜

　　ク1」一プ第1鰍験蓮
　　クリープ銅2…式験堕

理博書囲　逮
　コニ樽籔本一郎

　二口尊　ψjl1　和曲旺

　工樽　太刀川恭治

　工樽　鑓本　　剛

　　　渡辺　　事

〕：樽　牧目　刹嵐

　工樽　菊地　敵郎

　　　平丼　蕃藩

　　　鍍辺　　敏

　工樽囲村饒司

　　　　渚元　兼勲

（併〕理憾　塊久傑縄魔

　　　　｛束犬I晩救授）

　　　　辻　　栄一

　　　　木村鱗葵

　　　　當田平太郎

　　（併）渚元鞭敏

工樽　俘蔽　伍螂

　　　講水　鍛産

　　　小撚　盤治

　　　欄烏　敏郎

　（併）伊藤伍郎

工樽　福本　　繰

　コニ1専　鶉圃i亘　三薗ま…

　工博　掘本　逮哉

　醒燃和囲次腕

　工樽護弗　　藻

　　霞申　瀧男

　　村松　銘
二［憾　中』l1瀧一

　　荒木　　霧

韮理鰹　　…可国　　弄詞菱

　　　狛愈　悔司

　　　徽非　　憾

　　　倹々木悦男
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